
11と言3狩主G 夕R

「水
道
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
ら
な
い
た
め
に
」

北
大
公
共
政
策
大
学
院
・宮
脇
、
真
柄
教
授
編
著

『
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
ら

な
い
た
め
に
―
水
道
事
業
の
再

構
築
と
官
民
連
携
―
只
編
著

・

宮
脇
淳
北
海
道
大
学
公
共
政
策

大
学
院
教
授
、
員
柄
泰
基
同
特

任
教
授
）
が
２８
日
か
ら
発
売
開

始
す
る
。
９
月
Ｍ
国
に
は
時
事

通
信
ホ
ー
ル
て
出
版
記
念
講
演

会
が
開
か
れ
、
テ
キ
ス
ト

（参

加
費
込
）
と
し
て
配
布
さ
れ
る
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峡
和

国

付

既

中一
一
押
十
一　
　
同
書
は
水
道

一
！

■

端

！　

事

業

の

仕

組
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■
■
】
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み
、
現
状
、
官

一■
ｉ
ず　
一
！
民
連
携
、
監
査

一
■
札
一

≡
！　
制
度
、
再
構
築

の
５
章
構
成
て
、

「従
来
の
官

営
水
道
事
業
の
枠
組
み
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
水
道
サ
ー
ビ
ス

再
構
築

へ
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
検
証

・
提
言
を
行
う
」

と
し
て
い
る
。
再
構
築
例
と
し

て
、
東
京
都
多
摩
地
区
水
道
の

一
元
化
や
松
山
市

・
Ｄ
Ｂ
Ｏ
に

よ
る
浄
水
場
整
備
等
事
業
、
三

春
町
の
包
括
委
託
、
八
戸
圏
域

水
道
企
業
団
の
広
域
化
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

編
著
者
以
外
の
執
筆
者
は
、

山
村
尊
房

（厚
生
労
働
省
水
道

課
）
、
新
田
晃

（前
厚
生
労
働

省
水
道
課
）
、
石
井
正
明

（東

京
都
水
道
局
）
、
宮
本
融

（
北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
）
、

戸
宋
伸

一

（
日
本
上
下
水
道
設

計
）
、
竹
村
雅
之
（
日
水
コ
ン
）
、

片
石
謹
也

（
東
京
設
計
事
務

所
）
、
森
本
達
男

（パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ジ
）
、
森

田
豊
治

（
イ
ー

・
ジ
ー

・
エ
ー

ス
）
、
佐
野
修
久

（日
本
政
策

投
資
銀
行
）
、
清
水
憲
吾

（
三

菱
総
合
研
究
所
）
、
河
合
菊
子

（
Ｈ
Ｖ
Ｃ
戦
略
研
究
所
）
、
安

部
卓
見

（
神
奈
川
県
内
広
域
水

道
企
業
団
）
、
佐
藤
雅
代

（北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
）
、

吉
村
和
就

（
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ

ー
タ

。
ジ
ャ
パ
ン
）
、
松
田
奉

康

（
ク
ボ
タ
）
、
渡
邊
滋
夫
（松

山
市
公
営
企
業
局
）
、
遠
藤
誠

作

（
三
香
町
）
、
大
久
保
勉
（
八

戸
圏
域
水
道
企
業
団
）
。

Ａ
５
判
２
４
８
頁
で
３
３
６

０
円

（税
込
）
。
送
料
は
２
９

０
円

（
１０
冊
以
上
は
無
料
）
。

申
込
先
は
時
事
通
信
出
版
局
営

業
企
画
部

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
１
３

５
０
１
１
９
８
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

同
９
８
６
８
）
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